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幼稚園型認定こども園　杉の子第２幼稚園

　当園ではこの度、学校評価として、教職員の自己評価と学校関係者評価を実施いたしました。教職員一人ひとりが、自らの教育活
動や園運営の状況を振り返ることで、自分自身や園全体を見つめ直すよい機会となりました。また、それぞれの評価結果について、
皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性などを明らかにすることができました。この結果を深く受けとめ、更な
る教育活動の充実、教育環境の整備、教職員の資質向上に努めてまいります。

１．本園の教育目標

「笑顔がいっぱいの杉の子第２幼稚園」
①心身ともに調和のとれた発育・発達と健全な人間性の基盤を作ること
➁精神的にも肉体的にも、つよく・かしこく・たくましく・感性豊かな思いやりのある子の育成
～自分の力で、元気に、なかよく、もうひとがんばりする子の育成
＜杉の子第２幼稚園の教育＞
「杉の子第２幼稚園の教育とは、しっかりした理念をもって、子どもを伸ばすことである」～しかも、笑顔つきで～

２．本年度重点目標・計画

＜本年度の重点＞
・教職員の資質・指導力の向上⇒個々の力と組織力（チーム園の結集）
・人間的な魅力（あたたかさ、ポジティブシンキング）
・表現力、特に聞く力の育成
・個から集団へ（個を大切にしながら、集団としての力を育む）
・保育から教育へ（幼稚園らしさの追求）
・保育部・幼稚園部・預かりの連携
・危機管理（安全対策）、感染症対策
・人材の確保・育成
　　　　⇓　そのために
○目標と指導と評価の一体化を図る
○つけたい力、目標等を明確にし、子どものやる気、主体性を生かす展開、活動を行う
○一生懸命にやるすばらしさを体感させる
○子どもの話（声）に耳を傾ける
○年長児のモデル化、異学年の交流を図る
○行事や体験活動、あそびを通して生きる力を育む⇒合言葉は「キラリン　あそぶぞ　エイエイオー！」
〇「わくわく！やったぁ！」を合言葉に、子どもたちのやりたいを大切に、期待感と達成感をもたせる。
〇幼稚園はあそぶ所をコンセプトとして、火曜日を「わくわくDay」として、朝来た子どもから外あそびをする
○あいさつ、「ありがとう」「ごめんね」が気持ちよく言える子どもを育成する
○情報の発信を行う
○子どもの笑顔があふれる環境づくりを行う
〇詩の朗読⇒楽しく表現
〇継承と発展⇒「このような子どもに育てたいから、このような取組をしていこう！」の視点で⇒子どもを中心とした保育・
教育を実践する
　 ※人には優しく、自分に厳しく、保育・教育のプロとして愛をもって、子どもを伸ばしましょう！



評価 取り組み状況

1 Ｓ

・合言葉が定着し、同じ方向を向いてみんなが子どものために保育をしている。毎年の合言葉を子どもの主体性を大切にする
ための合言葉ととらえ、保育を展開することが当たり前の姿となってきている。
・園全体が子どもたちの「やりたい」気持ちを尊重し、一人ひとりに寄り添うことが自然に意識せずにできている。子どもた
ちが「やりたい」と思えるような環境づくりや日々の取組がしっかりできている。
・「あそび」から得られる満足感をもとに、行事の内容等を見直し、改革していったことで、子どもたちも先生ものびのびと
取り組めることができ、生き生きしていた。
・5月の幼稚園部の参観日では、従来のミニ運動会形式ではなく、子どもたちが自由に運動あそびを楽しんでいる姿を参観して
もらった。子どもたちのありのままののびのびした姿を見てもらうことができた。
・火曜日のわくわくDayが少しずつ定着し、子どもたちから「今日はわくわくDay！やったぁ！」という声が出るようになり、
楽しみにしている。調子の悪い子も「今日はわくわくDayだよ」と言うと元気になる姿もあった。1月の運動週間では、わくわ
くDay後に、幼稚園部全体のあそびを取り入れることで、楽しい体験となった。保育部の子どもたちも自由に参加していた。わ
くわくDayを通して、保育のあり方を考え直したり、活動にメリハリが生まれた。

2 Ａ

・園全体で1年を通した明確な目標があることで、それを達成するために保育者が同じ目線、同じ方向を向いて取組むことがで
きている。公開保育の保育内容は、各クラス担任が子どもたち一人ひとりの様子を把握し、子どもたちが今何を求めている
か、どうしたら楽しめるかといったことを考えて取り組むことができた。その結果、子どもたちの笑顔が増えた。
・わくわくDayや日々の保育のなかで、今年は特に異年齢の関わりや交流が多く、園全体が一体となってあそびや活動を楽しん
でいたように思う。先生たちの柔軟な発想や対応で、活動の機会を多くもてたことで、子どもたちももっている力を伸ばすこ
とができた。
・職員同士が温かく優しい雰囲気なので、自然と幼稚園自体も雰囲気が良い。職員の関係が良いことが良い保育につながって
いる。日々子どもたちのために教材研究をする先生たちの姿があった。そのなかで、自分の気づかなかった長所にも気づけ
た。
・園内研修・キャリアアップ研修の参加等、積極的かつ計画的に研修を深めることができた。その成果から、保育者の気づき
や意識の高まりが見られ、環境構成に変化が見られたり、集団保育から一人ひとりを尊重する関わりが当たり前の雰囲気に
なっている。
・あいさつや笑顔を忘れずに、保護者にも安心感をあたえることができた。自分のクラスだけでなく、他のクラスのことも気
にかけ、声がけや情報共有ができている。

3 Ａ

・保護者や施設等と連携して、子ども一人ひとりに寄り添った対応ができている。積極的に研修で力をつけ、スキルを自分の
ものにしていっている。
・子どもの特性については、担任だけに任せず皆で考えたり寄り添っていく姿勢が見られる。事業者や市との連携は、さらに
深まっている。専門性のある先生からのアドバイスを受けることで、今の手立ての成果や今後の課題も見つかった。
・支援が必要な子どもに対して、園と関係機関が連携を図り、すべての子どもが安心して過ごせるような関わりができてい
た。
・年長児の公開保育に小学校や教育委員会の先生方に来ていただき、より円滑に連携していくための取組を実施してきた。子
どもをまんなかに様々な視点からの意見交換を行うことができた。
・小学校との連携の一環として、親育ち支援の取組を行い、小学校の教頭先生をお招きして、就学前の保護者の不安などを少
しでも取り除けるような交流会を設けた。保護者の安心につながった。

4 Ａ

・アレルギー対応については、座席の配慮、配膳の順番の徹底、二重チェックを行ってきた。戸外・室内あそびの時は各遊具
に保育者が付き、視覚的にも分かりやすいようにしたりして、子どもの安全を保育者が連携を図りながら行っているので、子
どもたちも安全な環境で過ごせている。
・危機管理の視点をもち、子どもの姿を予想しながら活動を行ったり、環境構成を整えたりしてきた。防災訓練も積極的に行
い、防災意識も高まっている。
・職員みんなが情報を共有し、交換し、安心安全を徹底している。遊具でケガ等があった場合、なぜそうなったか原因をしっ
かり把握し、すばやく対策を講じている。全員で気をつけているので、同じようなケガが起こっていない。
・熱性けいれんの対応等、個別のマニュアルを参考に安全を確保しながら行うことができている。

４.総合的な評価結果

５．今後取り組むべき課題

ケガやトラブルを予防しすぎて、子どもたちの活動を制限しすぎていると感じることがあるので、子どもの姿をもっとよくとらえ、子ども
たちを信じてまかせる部分も作っていきたい。危険には十分配慮したうえで、実際にトラブルが起きた時、子どもも保護者も安心できるよ
うな対応をとっていきたい。少しのトラブルも園全体で考える機会は設けているので、年々危機意識・危機管理は深まってはいるが、今後
はより意識していけるようなチームを作っていきたい。保育者の予想しないところでケガをしたり、突破的な行動をとる子もいるので、こ
こは大丈夫だろうと思い込まず、常に危機管理をしていきたい。

1 教育内容

あそびのとらえ方の違いもあり、火曜日の朝から園庭に全クラスがそろわない日も初めはあったが、やっていくうちにみんなの意識にも変
化が生まれ、異年齢で園庭であそぶ意味を考えるきっかけとなった。最後のわくわくDayでは、見事に子どもも先生も笑顔いっぱいあそび込
むことができた日となった。ふだんのあそびを継続的に深めながら、新しいあそびの提案や、刺激になるあそびや環境の提供を、今後は意
図的にやっていきたい。また、「わくわく」を取り入れたあそびにしていきたい。そして、子どもたちが自らやりたいあそびができるよう
な環境構成の工夫や、異年齢児の関わりをもっと増やしていきたい。余韻あそびまで楽しむということがあまりできていなかったので、行
事が終わった後も余韻あそびを楽しめるようにしていきたい。

引き続き子どもたちの興味関心をひくような活動を取り入れていく。みんなのやりたいにどんどん挑戦していきたい。毎年やっているから
ではなく、今、目の前にいる子どもたちに合った教材や支援、活動などを職員同士連携を図りながら、柔軟に取り入れたり変えたりしてい
きたい。研修等で得た知識等を他の先生とも共有できる場や機会を設けていきたい。あいさつや笑顔いっぱいの対応については、努力して
いる者、できていない者との差が生まれている。自分も幼稚園の顔である事、あいさつや笑顔が子どもや保護者にどのような影響をあたえ
るかを実感できてないように思う。客観的に保育者としての自分を見ることができているか、先生としてのプロ意識はどうなのか課題は残
る。

職員全体が、特性のある子どもたちへの関わり方や手立てを学ぼうとする姿勢があるので、研修等でさらにスキルアップしていきたい。公
開保育や親育ち支援など、小学校との連携を深めていきたい。子どもの素敵なところ、成長したことなど、その日の保育のなかで感じたこ
とを記録し残していけるようにしたい。良いところに目を向けて、ポジティブな声がけを意識していきたい。個別の計画を使っての支援と
いう点では、まだまだ不十分である。担任と副担任で連携しながら手さぐりで支援を行っている状態なので、常に心配や不安がある。

Ａ
4つの評価項目について重点的に取り組み、一人ひとりの子どもを大切にした質の高い教育・保育を実践することができ
た。また、更なる質の向上に向けた課題も明確になった。

　　　　評価の基準（A：十分達成されている　　B：達成されている　　C:取組まれているが、成果が十分でない　　D：取り組みが不十分である）

課　題 具体的な取組方法

職員の資質向上(研
修・情報共有等)

特別支援教育のため
の園内支援体制を整
備する
(家庭との協力・連携
も含む)

安全管理体制の強化

　　　評価の基準（A：十分達成されている　　B：達成されている　　C:取組まれているが、成果が十分でない　　D：取り組みが不十分である）

評価 理　由

教育課程を見直し改
善を図る

３．評価項目の達成及び取組状況

評価項目



６．学校関係者の評価

＜評議員/株式会社adear相談役＞
・教職員の皆さんが日々の教育・保育をより良いものよするため、研修や職員間での話し合いを重ね、資質向上と指導力の充実に継続して努めて
おられる姿勢がうかがえた。子ども一人ひとりの様子について情報共有が丁寧に行われており、担任だけでなく職員全体で見守り、支え合う体制
が整えられていると感じる。
・行事や日常の活動においても、それぞれの役割を果たしながら連携し、円滑に運営されている様子から、良好なチームワークが園全体の安心感
につながっていることが伝わってきた。今後もこの協力体制を大切にしながら、さらなる教育・保育の充実につながることを期待する。

＜鴨田小学校長＞
・貴園の教育目標「笑顔いっぱいの杉の子第２幼稚園」に向けて、園長先生のもと、教職職員の皆さんが熱心に取り組まれていることが、卒園式
の子どもたちと担任の先生方との関りから伝わってきました。
・教職員の皆さんが、園内はもちろん、保護者とも連携をしながら、重点目標達成のために計画された教育実践を積み重ねていらっしゃること
が、子どもたちの表情や行動に表れていました。
・教職員研修、ていねいな情報共有等により、子どもを見守り、育てる職員集団が出来上がり、一人ひとりを慈しみながら、子どもたちの力を伸
ばしているように感じます。園での遊びの中で、友だち関係も含めていろんなことに気付き、成長しているのだろうと思います。
・支援が必要な子どもたちについて、個別の移行支援計画を用いた入学前の個別の引継ぎ会を貴園と本校で行うことができています。今後も、切
れ目のない指導・支援を継続していきましょう。

＜令和７年度後援会会長＞
・一昨年、高知市の小学校で授業中のプール事故があり、幼稚園でのプール活動についても懸念があったが、事前にプール活動の目的と安全確保
についてのお知らせがあり、マニュアルを形骸化させない姿勢が子どもたちの楽しい思い出に繋がったと思う。
・先生方の明るい笑顔とあいさつが徹底されており、非常に安心感があった。また、園生活の中での不安や悩みに対し、常に温かく前向きな指針
を示してくださることで、親子共に救われる場面が多くあった。教育目標である「笑顔がいっぱいの杉の子第２幼稚園」が、先生方の振る舞いを
通じてしっかりと形になっているのを感じ、とても素敵に思う。多忙な中でも、子どもや保護者一人ひとりに丁寧に向き合ってくださる姿勢は、
親としてとても心強くありがたく感じている。
・合言葉が先生だけでなく、子どもたちにも保護者にも定着していると実感している。からだを動かすことのワクワクや、友だちといっしょに共
有するワクワク、創造するワクワクなど、そんなワクワクする様子がたくさん見られた。これからも、子どもたちが主体的に遊びや学びを見つけ
る環境を作っていただきたい。
・園生活を通じ、子どもは「つよく、かしこく、たくましく、思いやりのある子」へと成長している。今後とも、子どもたちと先生方の笑顔が絶
えない杉の子第２幼稚園であってほしいと願っている。


